
有機ディスプレイ・シミュレーション・モジュールを使用すると、ATLASにおいてOTFTやOLEDなど有機ディスプ
レイ・デバイスの電気的および光学的プロパティをシミュレートできます。また、ATLASフレームワークのもと、ア
クティブな有機デバイスの電気的振る舞いおよび光の振る舞いについて、一重項および三重項の励起子濃度、ドー
パント励起子濃度、および光学発光特性を考慮に入れ、定常状態および過渡状態をシミュレートできます。

特徴

ELのスペクトル

•　�有機の欠陥の状態密度(Density of States: DOS)モデル。
•　Poole-Frenkelおよびホッピング移動度モデル。
•　ランジュバン再結合モデル。
•　�一重項および三重項励起子濃度を連成させた連続の方程式

を採用。
•　励起子の生成、拡散、ライフタイム、および消光効果。
•　ドーピングに依存した励起子濃度の計算。
•　�励起子パラメータをユーザが定義可能。
•　�双極子発光モデル。
•　一重項と三重項の励起子の生成比率をユーザが定義可能。
•　�ドーパントにおける双極子間のエネルギー輸送に関し

て、Forsterメカニズムを採用。
•　定常状態および過渡状態の解析。
•　�エレクトロ・ルミネッセンスの発光スペクトル特性を求め

るための最新のリバース・レイ・トレース・モデル。
•　CIE x-yチャート。

OTFTデバイスにおけるドーパント濃度の関数としてのホッピング移
動度 

上図は、ATLASで生成したOLED構造です。バンド構造、電子/ホー
ル濃度、ホール輸送層(Hole Transport Layer: HTL)、および電子
輸送層(Electron Transport Layer: ETL)における発光励起子のプ
ロファイルを示しています。

PLスペクトルが入力された
Alq3発光層

OLEDおよびOTFT向け有機ディスプレイ・シミュレーション・モジュール 

Organic Display

エレクトロ・ルミネッセンス(EL)のスペクトルは、入力され
たフォト・ルミネッセンス(PL)のスペクトルとアウトプット・
カップリングから計算できます。そして、アウトプット・カッ
プリングは、双極子放射法、およびレイ・トレース法(多層キャ
ビティ積み重ね構造を波長に依存する屈折率を用いてレイ・
トレース)を使用することで計算可能です。



ELの発光スペクトル

TEおよびTMモードでの
角度依存パワー密度

右図はCIE x - y  チャート
で、CIE色度図でカラー・
ポイントを示しています。

電流注入による再結合
ゾーンのシフトおよびEL
スペクトル放射のシフト
を表しています。

ホストとドーパントのランジュバン再結合率
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